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　防潮・防風機能を失った久美浜町箱石地区の松

林を復元し、白砂青松の美しい海岸林に蘇らせる

ため、市民や企業などのボランティアが苗木を植

栽する活動を支援します。

　また、森林に興味を持つ市民、企業の力を有効

に活用するための「京丹後森林サポーター制度（仮

称）」を創設します。

■森林ボランティア活動支援事業
【農林水産業費】（拡充）82 万円

（農林水産環境部　農林整備課）

森林サポーター制度を創設します

森林を蘇らせる子どもたち

　年々拡大傾向にある鳥獣被害への対策として、

猪や鹿などの有害鳥獣捕獲を猟友会へ委託しま

す。また、丹後 2 市 2 町および兵庫県が連携し

て行う広域捕獲も引き続き実施します。

■有害鳥獣捕獲事業
【農林水産業費】（継続）2,705 万円

（農林水産環境部　農林整備課）

有害鳥獣対策を強化

猟友会のみなさんによる広域捕獲

　年々拡大傾向にある鳥獣被害への対策として、

鳥獣捕獲班員を増員するため、新たに狩猟免許を

取得し、鳥獣捕獲班に加入するかたに対し、講習

会および免許申請にかかる経費の半額を助成しま

す。

■狩猟免許取得奨励補助金
【農林水産業費】（継続）9 万円
（農林水産環境部　農林整備課）

捕獲したイノシシ

■猟銃所持許可更新手数料補助金
【農林水産業費】（新規）23 万円

（農林水産環境部　農林整備課）

　年々拡大傾向にある鳥獣

被害への対策として、鳥獣

捕獲班員（猟銃所持者）の

減少を防ぐため、猟銃所持

許可更新経費の半額を助成

します。

鳥獣捕獲班員の減少に歯止め

　猪や鹿などの有害鳥獣の進入を防ぐため、地区

などが設置する金網柵・電気柵の購入費を助成し

ます。（資材費の 10 分の 7 以内を補助）

■有害鳥獣防除施設設置費補助金
【農林水産業費】（継続）4,391 万円

（農林水産環境部　農林整備課）

シカ用金網柵

■獣害防止里山林整備事業
【農林水産業費】（新規）189 万円

（農林水産環境部　農林整備課）

里山整備による獣害対策

　獣害対策につなげるモデル事業として、集落周

辺の森林を対象とした不要木の伐採、下草刈、管

理用通路の開設を行うとともに、広葉樹を植える

ことにより、人と獣との緩衝帯を設置します。（予

定 1 地区）

里山整備による獣害防止

■海業振興事業補助金
【農林水産業費】（新規）30 万円

（農林水産環境部　海業水産課）

　京丹後市の豊かな海、海岸、漁港の魅力溢れる資

源を活かした漁村地域の活性化を図るため、漁業者

が組織する団体に対し、地元で獲れた水産資源の有

効活用を推進する新たな海業の取り組みについての

研究開発を支援します。

３　漁業・海業（うみぎょう）の振興

海業推進に取り組みます

漁村地域の活性化

■猪・鹿肉処理施設運営事業
【農林水産業費】（継続）1,117 万円

（農林水産環境部　農林整備課）

　捕獲した猪や鹿を食肉として流通させること

で、観光客の誘致および地域振興を図るため、久

美浜町佐野地区に設置した猪・鹿肉処理施設「京

たんご　ぼたん・もみじ比治の里」を管理運営し

ます。

　管理運営は、猟友会に委託し、商品化した肉を

施設で直売するほか、くみはまサンカイカン、丹

後あじわいの郷、民宿および旅館、市内食料品店

などにも卸売りしています。

「京たんご　ぼたん・もみじ比治の里」での
鹿肉処理

丹後町中浜漁港

海業

　従来の漁業だけでなく、海や漁村の資源を活か

　した観光、スポーツ、教育、文化事業などを包

　括した産業のことです。

■クロアワビ養殖事業
【農林水産業費】（継続）64 万円

（農林水産環境部　海業水産課）

　久美浜町蒲井・旭地域の振興を目的に、平成

19 年度から旭漁港内でクロアワビの陸上養殖試

験を行っています。地元のアワビ陸上養殖研究会

が中心となり、60 ㍉程度の稚貝 1,000 個を約 1

年かけて 80 ㍉程度まで成長させ、旅館や民宿な

どに販売する予定です。今年度は、陸上養殖試験

を継続実施するとともに、これまでの試験結果に

基づきアワビ陸上養殖の本格実施について検討し

ます。（平成 19 年度〜平成 23 年度）

陸上養殖で育つクロアワビ




